
（自 平成24年 4 月 1 日　至 平成25年 3 月31日）

GEO DINOS CO., LTD.

第59期　報 告 書

事業の状況

当事業年度におけるわが国経済は、欧州政府債務危機
問題の影響等による金融資本市場の変動や海外景気の下
振れ等により、景気が下押しされるなど、低水準のまま
推移しましたが、政権交代後いわゆる「アベノミクス」
期待による円安･株高の進展で、不透明ながらも景気持
ち直しの兆しが見え始めております。
このような状況のなか、当社は、一層の経営の効率化
並びに様々な増収策を図り、収益力の強化に取り組んで
まいりました。
その結果、当事業年度売上高は83億70百万円（前期比
0.9%増）、営業利益は２億26百万円（前期比21.4%増）と
なり、経常利益は62百万円（前期比167.0%増）、当期純
利益は、特別利益に投資有価証券売却益22百万円及び補
助金収入８百万円等を計上し、59百万円（前事業年度は
純損失１億３百万円）となりました。なお、当事業年度
より表示方法の変更を行なっており、組替後の数値で前
事業年度と比較しております。

運営部別の概況
（GAME運営部）
GAME運営部につきましては、ゲオショップ内のゲー
ムコーナーであるリトルパークの積極的な新規出店並び
にUFOキャッチャーに代表されるプライズ機の景品を
取れやすくすること（原価率重視からペイアウト率重視
へ転換）やメダルゲームの貸出枚数を大幅に増加させる
（時間消費型レジャーへの意識転換）などの施策が効果
を上げ始め、第３四半期以降は回復傾向になりましたが、
大震災後の前事業年度の４－６月は身近なレジャーが比
較的堅調だったことの反動で第１四半期が落ち込んだ影
響などにより、売上高は32億50百万円（前期比3.5%減）
となりました。
（フィットネス運営部）
フィットネス運営部につきましては、健康意識の高ま
りにより、利用者及び会員数が増えたこと、加圧トレー
ニング導入効果など会費外収入が増えたこと、女性専用
の「ホットヨガスタジオ ハーティ（北九州小倉）」（平
成23年12月オープン）及び「ホットヨガスタジオ ハー
ティノルベサ（札幌市）」（平成25年１月オープン）が収

益に寄与したこと、千葉県旭市の老朽化した店舗を「ゲ
オフィットネス旭店」（平成24年４月）として新築移転
オープンした増収効果などにより、売上高は23億38百万
円（同10.0%増）となりました。
（ボウリング運営部）
ボウリング運営部につきましては、生涯スポーツとし
ての魅力普及強化により、ボウリング教室等をシニア層
向けに開催したり、また３ゲーム目以降１ゲーム100円
等の企画を開催しましたが、ロンドンオリンピックの開
催や今夏の猛暑、また今冬の大雪や暴風雪などが影響し、
入場者数が減少したこと、一部のビリヤード店舗を閉鎖
したことなどにより、売上高は12億30百万円（同4.1%
減）となりました。
（カフェ運営部）
カフェ運営部につきましては、毎月20日を「カフェの
日」として、サービス価格で提供するメニューや各種割
引サービスを設定し、入場者数は回復傾向にありました
が、売上の回復まで至らなかったこと、前事業年度に始
まった業界全体の規制強化の影響が予想以上に長引いた
ことなどにより、売上高は５億76百万円（同12.0%減）
となりました。
（ディノス施設運営部）
ディノス施設運営部につきましては、映画業界の2012
年度興行収入は1,951億90百万円（前年度比7.7%増）と
なり、東日本大震災の影響から回復へと転じました。当
社では、全スクリーンデジタル化の設備投資効果で
ODS（ライブ等映画以外の興行）が堅調であったこと、
当社にて独占上映した「最強のふたり」、また「バイオ
ハザードV リトリビューション」、「ヱヴァンゲリヲン
新劇場版：Q」、「ONE PIECE FILM Z」が大ヒットし
たことなどにより、「シネマ」においては７億58百万円
（同15.2%増）となりました。「その他」においては、
ディノス施設（大型複合ビル）内に、前事業年度１店舗
（平成23年６月）及び当事業年度１店舗（平成24年11月）、
事務所や飲食店として他社への賃貸物件を増やしたこと
により、不動産賃貸収入が増加し、売上高は２億16百万
円（同5.5%増）となりました。
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貸借対照表

（単位：千円）

科　　目
金　額

科　　目
金　額

第59期
平成25年３月31日現在

第58期
平成24年３月31日現在

第59期
平成25年３月31日現在

第58期
平成24年３月31日現在

（資産の部） （負債の部）
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
原材料及び貯蔵品
前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
未 収 入 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
アミューズメント機器
車 輌 運 搬 具
工具、器具及び備品
土 地
リ ー ス 資 産
無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ ェ ア
電 話 加 入 権
の れ ん
そ の 他
投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
出 資 金
長 期 貸 付 金
長 期 前 払 費 用
差 入 保 証 金
そ の 他

繰 延 資 産
社 債 発 行 費

1,197,616
799,205
150,949
28,003
79,703
55,210
45,277
38,481
1,795

△� 1,010
9,191,406
7,688,376
3,818,124
80,717
24,949
411,879
112

99,554
2,699,860
553,177
26,374
9,631
9,423
6,850
468

1,476,654
50,788
1,476

187,056
49,901

1,187,285
145

28,113
28,113

1,244,605
795,742
136,667
24,633
71,796
62,253
29,919
59,776
64,927

△� 1,110
9,465,001
7,887,330
3,935,155
93,908
23,963
485,334
213

103,925
2,699,860
544,969
29,545
8,321
9,423
10,916
883

1,548,126
102,933
1,476

209,366
49,011

1,185,177
161

15,975
15,975

流 動 負 債 3,200,818 3,202,642
買 掛 金 176,930 148,506
短 期 借 入 金 130,000 100,000
一年内償還予定の社債 330,000 188,000
一年内返済予定の長期借入金 1,207,328 1,277,308
一年内返済予定の長期未払金 359,896 382,203
リ ー ス 債 務 306,361 266,905
未 払 金 254,639 416,580
未 払 費 用 196,190 201,510
未 払 法 人 税 等 35,631 24,818
未 払 消 費 税 等 46,619 7,684
前 受 金 71,297 84,964
預 り 金 41,083 36,523
賞 与 引 当 金 31,229 26,213
ポ イ ン ト 引 当 金 7,600 4,400
建物解体費用引当金 － 27,380
そ の 他 6,012 9,642

固 定 負 債 4,839,585 5,183,180
社 債 1,032,000 618,000
長 期 借 入 金 2,459,515 2,947,968
長 期 未 払 金 668,573 938,027
リ ー ス 債 務 346,744 361,346
長 期 前 受 収 益 2,865 3,352
繰 延 税 金 負 債 89,791 76,216
長 期 預 り 敷 金 60,775 57,175
長 期 預 り 保 証 金 37,091 43,330
長期リース資産減損勘定 67 130
資 産 除 去 債 務 142,162 137,634
負 債 合 計 8,040,404 8,385,823

（純資産の部）
株 主 資 本 2,370,434 2,310,705
資 本 金 948,775 948,775
資 本 剰 余 金 1,128,995 1,128,995

資 本 準 備 金 1,128,995 1,128,995
利 益 剰 余 金 313,651 253,922

利 益 準 備 金 61,000 61,000
その他利益剰余金 252,651 192,922

固定資産圧縮積立金 148,295 154,971
繰越利益剰余金 104,356 37,950

自 己 株 式 △� 20,987 △� 20,987
評価・換算差額等 989 24,410
その他有価証券評価差額金 989 24,410
新 株 予 約 権 5,307 4,644
純 資 産 合 計 2,376,731 2,339,760

資 産 合 計 10,417,135 10,725,583 負債及び純資産合計 10,417,135 10,725,583

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書

（単位：千円）

科　　目
金　額

第59期
自  平成24年４月１日（至  平成25年３月31日）

第58期
自  平成23年４月１日（至  平成24年３月31日）

売 上 高 8,370,918 8,295,632
売 上 原 価 1,799,293 1,717,074

売 上 総 利 益 6,571,624 6,578,558
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 6,345,433 6,392,277

営 業 利 益 226,191 186,281
営 業 外 収 益 16,629 27,600

受 取 利 息 及 び 配 当 金 5,441 5,759
有 価 証 券 利 息 － 81
アミューズメント機器売却益 2,697 8,107
受 取 保 険 金 4,747 5,032
そ の 他 3,742 8,620

営 業 外 費 用 180,321 190,474
支 払 利 息 118,377 122,181
社 債 利 息 7,456 5,592
社 債 保 証 料 8,678 5,498
アミューズメント機器処分損 14,291 12,719
休 止 固 定 資 産 関 係 費 用 19,294 36,856
そ の 他 12,222 7,627
経 常 利 益 62,499 23,407

特 別 利 益 31,560 12,161
固 定 資 産 売 却 益 421 13
投 資 有 価 証 券 売 却 益 22,489 −
補 助 金 収 入 8,649 12,148

特 別 損 失 4,039 101,993
固 定 資 産 売 却 損 154 1,950
固 定 資 産 除 却 損 3,885 4,385
店 舗 閉 鎖 損 失 − 5,195
減 損 損 失 − 37,985
建 物 解 体 費 用 引 当 金 繰 入 額 − 27,380
退 職 給 付 制 度 改 定 損 − 25,095

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 90,019 △� 66,423
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 30,658 32,273
法 人 税 等 調 整 額 △� 367 5,125

当期純利益又は当期純損失（△） 59,729 △� 103,822

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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（単位：千円）

キャッシュ・フロー計算書
第59期（自 平成24年４月１日　至 平成25年３月31日）

科　　　　目 金　　　　額

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー 798,700

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー △� 130,022

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー △� 665,215

Ⅳ　現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,462

Ⅴ　現金及び現金同等物期首残高 795,742

Ⅵ　現金及び現金同等物期末残高 799,205

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

株主資本等変動計算書
第59期（自 平成24年４月１日　至 平成25年３月31日）

株主資本 評価・換算差額等

新株
予約権

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計資本

準備金
利益
準備金

その他利益剰余金 利益
剰余金
合計

固定資産
圧縮積立金

繰越利益
剰余金

平成24年４月１日　期首残高 948,775 1,128,995 61,000 154,971 37,950 253,922 △20,987 2,310,705 24,410 24,410 4,644 2,339,760

事業年度中の変動額

固定資産圧縮積立金の取崩 △6,675 6,675 － － －

当期純利益 59,729 59,729 59,729 59,729

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額） △23,420 △23,420 662 △22,758

事業年度中の変動額合計 － － － △6,675 66,405 59,729 － 59,729 △23,420 △23,420 662 36,971

平成25年３月31日　期末残高 948,775 1,128,995 61,000 148,295 104,356 313,651 △20,987 2,370,434 989 989 5,307 2,376,731

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：千円）

〒060-0063 札幌市中央区南 3 条西 1 丁目 8 番地
TEL 011-241-3951


